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治雄

植
物
病
原
菌
蛸
は
種
類
に
よ
り
、
英
世
代
に
よ
り
、
或
は
柴
養
の
紙
態
に
よ
り
、
或
は
外
界
の
状
況
に
よ
り
℃
兆
生
活
力
保
有
期
即
応
宍

農

平

畢

土
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資
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義
あ
る
物
品
凪

ht
而
じ
て
之
が
如
何
な
る
蹴
態
に
於
て
如
何
な
る
期
間
生
活
を
漬
け
得
る
か
を
知
る
事
は
病
菌
の
費
生
防
止
上
組
め
て
震
安

た
る
事
項
に

Mmす。

種
子
に
寄
生
叉
は
靖
生
ず
る
植
物
病
僚
薗
の
生
存
期
聞
に
就
き
で
は
切

z
a
2ど
民
は
棉
・
炭
症
病
菌
(
Q
h
q
ミ
ミ
ミ
白

q
g
h句
、
ご
は
満

二
少
年
問
、
噂
舎
に
よ
れ
ば
浦
二
一
ヶ
年
期
生
存
す
る
事
を
見
出
し
た
h
p
e
p
z
E
G
Z
氏
は
茶
豆
斑
劇
病
菌

A
p
hな
な
ま
急
医
遺
言
九
千

sa詮
遣
さ
そ
採
取
一
俊
二
ヶ
年
十
を
粧
品
凡
る
種
子
よ
診
も
分
厳
し
得
た
り
。

の
E
E
R
E
2
A
N
M
V
民
は
一
丸
一
周
年
に
牧
纏
し
た
る
小
委
粒
よ
り
'
一
九
一
一
一
年
の
稼

h
a主
主
吉
旬
、
b

コ.=sz苦
慮
ヨ
菌
を
介
魁
惜
し

持
た
hv.• 

さ
れ
ば
骸
蘭
は
小
萎
艶
子
市
・に
て
は
約
七
ヶ
年
間
生
存
せ
し
次
第
な
り
。
戸
困
匂
同
開
岡
、.
ロ
同
自
占
号
、
及
】

g
z雪
2
3
3
氏
は
五
ヶ
年

嗣
を
恕
過
せ
し
大
婆
粒
-g
蒔
付
け
て
斑
業
病
被
害
大
喜
七
d
n
b
L
得
た

hve
従
。
て
斑
業
病
菌

E
h
E
.
S
S苦
著
書
、
可
白
書

.3さ
は
犬
養

種
子
中
に
℃
は
少
く
と
も
五
ヶ
年
閣
は
生
存
し
縛
る
物
た
り
・

，r
Eま
F
Q
Aご
民
は
一

O
誼
の
」
司
E

員
立
畿
道
商
の
家
天
培
養
b
E
八
ヶ
年
間
約
一

O
度
内
外
の
温
度
に
保
ち
た
る
物
を
植
付
け
た
る
に
其

大
部
分
は
向
生
存
せ
る
事
を
見
出
せ
り
叶

m同
惨
さ
ハ
ωご
民
は
+
へ
萎
粒
に
於
け
る
赤
徹
病
菌

egqhhha
句
ash-両
怠
並
に
其
他
。
菌
の
生
存

期
聞
に
就
さ
て
報
告
せ
0
・
後
種
せ
る
大
奈
粒
に
於
け
る
赤
櫨
病
O
生
活
力
は
牧
穫
後
九
ヶ
月
聞
は
著
し
く
減
ぜ
ぎ
れ
ど
‘
、
ー
ヰ
l
一
。
ヶ

月
。
…
聞
に
念
に
減
退
を
靭
め
サ
月
後
一
八
ヶ
月
間
は
槽
捜
せ
り
s

犬
家
粒
に
接
種
せ

L
Z
a
g
q世
言
。
言
語
及
、
・
旨

3
白
書
道
は
牧
穫

後
二
八
月
後
に
は
生
存
せ
令
。

』
司

a包
S
S薗
の
一
種
及
滋
室
に
保
ち
し
と
き
ざ
ま
a
菌
の
一
一
一
砲
は
五
七
ヶ
月
後
に
も
向
生
存
せ

hve

赤
徹
病
被

(
S
S
3乱
含
助
事
公
定
怠
}
は
こ
七
月
後
に
も
生
存
カ
を
保
有
せ

hv。
又
貨
験
室
に
保
存
せ
ー
し

稲
熱
病
菌
の
生
存
期
聞
に
就
き
て
川
上
潮
崎
氏

8
3民
は
開
葉
上
の
分
生
胞
子
は
賓
験
室
内
に
於
て
前
年
九
月
に
採
集
の
物
も
翌
春
闘
月
z

各
組
植
駒
山
開
原
積
額
也
咽
獲
の
生
得
絢
聞
と
温
度
と
の
関
係

一一一二五



各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
曾
絢
聞
と
温
度
と
の
関
係

迄
七
ヶ
月
間
生
存
せ
り
と
記
載
せ
り
。
持
後
著
者
の
一
人
西
門
〈
一
七
、
一
き
は
寒
天
屠
養
恭
に
培
養
せ
る
菌
綿
は
室
温
に
て
四
0
0日
聞
の
生

一一一二六

存
力
を
有
せ
し
事
並
に
硝
子
板
上
に
気
乾
欣
態
に
て
安
温
に
て
保
存
せ
し
物
が
前
年
一

O
月
よ
り
翌
五
月
ま
で
七
ヶ
月
間
生
存
せ
し
事
を
報

告
せ
り
。
向
同
試
験
に
於
て
東
イ
モ
チ
病
菌
(
、

-PE4ahv
は
一
一
一
八
六
日
、
メ
ヒ
ジ
ワ

・
イ
モ
チ
病
菌
ハ

hM-m3.ε
と
は
三
六
六
日
以
上

の
生
存
期
聞
を
示
せ
し
事
を
も
報
告
せ
り
。

其
後
稲
熱
病
菌
の
生
存
力
に
就
て
は
末
問
会
合
、
伊
藤
〈
歪
〉
、
栗
林
〈
ゴ
一
二
)
氏
等
及
岡
山
会
三
、
山
形
会
西
)
等
の
農
事
試
験
場
に
よ
り
て
報

合
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
試
験
の
方
法
及
結
果
は
大
同
小
異
に
し
て
、
共
要
鮪
は
被
害
稲
葉
、
籾
、
或
は
培
養
を
接
種
せ
る
稲
葉
に
就
き
、
共
組

織
内
部
の
菌
綿
又
は
表
商
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
胞
子
の
生
否
を
試
験
し
た
る
物
た
り
。
凹
・
ち

(
ご
被
害
梓
又
は
親
の
内
部
の
菌
赫
又
は
表

面
の
胞
子
は
屋
内
に
祭
乾
欣
態
に
保
存
す
れ
ば
約
一
ヶ
年
間
普
通
牧
納
期
よ
り
翌
年
初
夏
ま
で
生
活
力
を
保
て
り
と
は
川
上
氏
以
来
各
氏
の

所
設
と
一
致
せ
り
。
〈
一
一
)
被
害
枠
叉
は
籾
そ
屋
外
に
或
は
水
悶
に
放
置
す
れ
ば
病
菌
は
翌
蒋
ま
で
に
は
死
滅
せ
り
と
か
或
は
堆
積
表
面
の
物

は
死
滅
せ
し
も
内
部
の
物
は
生
存
せ
り
と
い
ふ
。

温
度
の
嗣
係
に
就
ぎ
て
は
米
間
〈
一
回
)
氏
は
恨
病
梓
は
一

l
二
度
に
貯
縦
四
ヶ
月
に
亘
る
も
b
T
般
生
存
せ
り
と
。
治
見
(
芙
)
氏
等
の
貨
臥
帽
に

て
は
零
下
問

l
六
度
に
五

O
l六
0
日
間
冷
蹴
す
る
も
向
ニ

O
M生
存
、
八

O
日
に
て
一
四
%
、
零
下
二

O
度
に
七
五
日
間
を
経
る
も
一

O

|一二

O
必
生
存
、
冷
凍
せ
し
め
た
る
分
生
胞
子
は
二
五
日
後
に
て
は
殆
ん
ど
死
滅
せ
り
と
い
ふ
。
伊
藤
〈
一
一
豆
て
栗
林
〈
一
一
一
ニ
〉
氏
等
は
水
中
K
於

け
る
胞
子
は
問
!
}
五
度
に
て
四
五
日
、
二
五
度
に
で
ご
一

O
日
後
に
は
死
滅
す
と
い
ふ
。

菌
槙
菌
類
の
菌
接
の
生
存
期
聞
に
閥
し
で
は
本
著
者
等
の
賓
験
を
試
み
た
る
蝿
に
し
て
其
結
果
は
既
に
登
表
せ
り
(
西
門
、
平
問
、
一
一
一
也
、

之
と
殆
ん
ど
時
を
同
じ
う
し
で
菰
菌
類
、
費
子
菌
頼
、
挽
子
菌
類
及
不
完
全
菌
類
写
菌
類
の
各
綱
に
所
婦
の
物
一
九
担
額
約
一
一
一
O
系
統
に
就



き
て
生
活
力
保
有
期
間
と
温
度
と
の
閥
係
に
就
含
貨
臓
を
試
み
た
り
P
未
だ
貸
験
進
行
中
な
れ
ど
も
賓
験
開
始
後
三
ヶ
年
近
く
と
な
り
し
か

ぱ
一
先
づ
結
果
の
一
端
を
設
に
報
台
ぜ
ん
と
欲
す
。

本
質
験
の
遂
行
に
は
一
部
日
本
曲
学
術
振
興
合
の
援
助
に
よ
る
設
備
を
供
用
せ
り
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
本
質
験
着
手
賞
時
賓
験
bz

補
助
せ
ら
れ
し
山
内
己
酉
氏
並
に
供
試
材
料
を
寄
贈
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
に
も
謝
意
を
表
す
。

〆司、

二
、
供

試

材

料

本
質
験
に
供
用
せ
し
植
物
病
原
菌
の
種
類
並
に
培
養
系
統
は
弐
の
如
し
。

藻

菌

類

《一
v

茄
綿
疫
病
菌
、
』
F
M

吾
、
』

vs。
B
』
と
な
ミ

s
a
p言
。
F
(
第
三
五
五
系
V

昭
和
三
年
九
月
一
一
一
一
日
倉
敷
に
て
採
集
分
離
階
。

措

子

菌

頼

《一一
v

瓜
頬
白
絹
病
菌
♂
官

S
3
3宮
古

3
9回4
・
vpF・
(
第
一

O
二
九
系

v贋
島
勝
楠
山
市
鶴
見
幸
一
氏
よ
り
逸
付
の
グ
ア

ツ
チ

・
ア
イ
リ
ス
よ
り
昭
和
九
年
一
一
月
一
七
日
分
犠
せ
し
商
。

2
3
大
粒
白
絹
病
菌

-hm官官
q
b
S
E
E
S
E
ω
回
-
由
民
・
《
第
七
五
七
系
)
岡
山
鯨
上
房
郡
高
・
梁
町
に
て
吉
岡
氏
採
集
の
小
委
被
害
標
本
よ

り
昭
和
八
年
三
月
一
九
日
分
離
。
(
二
七
}
犬
粒
白
絹
病
菌
(
第
八
一
四
系
)

昭
和
八
年
九
月
}
日
常
研
究
所
内
聞
場
の
水
稲
に
費
生
の
薗
接

よ
り
分
離
培
養
。

嚢

子

菌

類

各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

三
二
七



各
樟
植
物
病
原
菌
四
類
繕
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

一一一二八

《
四
)

松
イ
プ
ス
育
費
菌
。

s-aき
な
ミ
hhahM嵩

m
g
-
8
5
〈
第
四
四
一
一
系
〉
昭
和
七
年
一
月
一
六
日
、
姫
路
管
林
署
よ
り
逸
付
せ
ら
れ

た
る
赤
訟
の
育
費
材
(
兵
庫
願
揖
保
郡
御
津
村
寺
山
固
有
材
に
て
採
集
の
も
の
)
よ
り
分
離
せ
し
菌
系
統
。

《五》

エ
ゾ
マ
ツ
車
内
費
菌
門
川
町

1aES2hha
』
dh商
品
自
由
宮
司
国
Z
C
同
・
〈
第
七
凶
六
系
)
昭
和
七
年
一

O
M
一
二
円
口
中
小
曾
上
松
に
て
採
集
の
ハ
り

〈

占

ハ

》

ギ
P
よ
り
倉
般
に
て
分
縁
。

松
車
内
費
薗
門
司
令
a宮
町
申
書
之
宮
、
町
三
宮
口
河
宮
司
・
〈
第
九
六
七
系
V

昭
和
八
年
七
H
A

一
八
日
、
兵
庫
聯
揖
保
郡
御
津
村
寺
山
岡
有
林

産
育
費
赤
松
材
よ
り
倉
敷
に
て
分
蟻
せ
し
も
の
。

《
七
)

相
馬
鹿
苗
病
菌

S
S
3
h
E
L唱さ
.hE『
S.2=-V
当
O
F
E
Z
-
(
第
六
二
同
系
〉

大
分
照
泥
水
稲
被
害
霊
よ
り
昭
和
五
年
六
月

倉
敷
に
て
分
障
。
〈
八
v

委
類
赤
信
病
菌

S
Eミ
hhhak明白
S
乞
ミ
怠
(
富
。
ョ
・
)ω
』

8
・
(
第
七
九

O
系
)
鹿
児
島
高
時
手
渡
林
畢
校
農
場
産
、
大
安
小
珍
子
よ

戸
丸
)

同
上

《
第
六
一
二

O
系
V

兵
庫
耕
産
水
稲
被
害
重
よ
り
分
離
。

り
昭
和
八
年
五
月
一

O
日
倉
敷
に
て
分
隊
。
ご

O
V
同
.上

〔
第
八
九
五
系
〉

大
分
願
幾
重
常
試
験
場
、
金
野
敬
三
氏
よ
り
港
付
の
浪
薬
大

《
一
一

v

分
ネ
ヂ
の
被
害
梓
よ
り
昭
和
八
年
六
月
-
日
分
離
せ
し
も
の
。

稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
。
』
司
、

vhqF-hsh民
会
息

g
a
s
r
c
a
閃

E
M
E
E
E『
・
(
第
一
一
一
二
三
一
糸
v

稲
胡
・
肺
葉
枯
病
菌
第
四
五
系
に
現

〈
一
一
一
)

ほ
れ
た
る
分
生
胞
子
の
形
成
極
め
て
多
き
系
統
に
し
て
大
正
四
年
一
月
一
一
一
一
一
日
分
離
せ
る
も
の
。

大
葬
斑
葉
病
菌
、
胃

S
1
3
3
s
h
a
a
r
-
a
穴

2
・
〈
第
一
一
一
一

O
系
〉
大
正
九
年
同
月
一
一
六
日
、
東
京
市
外
駒
場
に
て

鍬
壊
喜
久
治
氏
の
採
集
分
離
せ
る
も
の
に
し
て
大
正
九
年
一
一
一
月
五
日
寄
賄
を
受
け
し
も
の
。

《一一一一
v

紫
纂
英
積
極
病
菌

FSHhaa
司
喝
さ
き
ヨ
ヨ
明

5
5・
員
削
一
六
系
〉
昭
和
七
年
五
月
二
八
日
富
山
賑
農
事
試
験
場
岩
山



新
三
氏
よ
り
分
議
を
受
け
た
物
。

不
完
，
金
菌
類

a 

小
委
一
僚
斑
病
菌

SEe-可
否

§
3
s
.
3
s
Z自
5
2
F
F
(第
五
一
こ

O
系
)
昭
和
七
年
六
月
一

O
日
倉
敷
市
白

襲
市
採
集
の
被
害
梓
よ
り
分
縁
。
士
一
六
V

向
上
(
第
七
七
凶
系
)
昭
和
八
年
三
月
一一一

O
日
倉
敷
市
内
採
集
の
川
崎
萎
の
被
害
梓
よ
り
分
権
。

三
五
)
柿
角
斑
落
葉
病
菌
。

q
S
M忍
苦
闘
a
』
札
制

F
Z・
2
F・
(
第
凶
二
五
系
)
昭
和
七
年
八
月
岡
山
嬬
農
事
試
駒
場
緒
方
米
彦
氏

〈
一
四
)

分
姐・r .. ・、
fl二
受ハ
け
し
菌

よ
り
分
譲
の
菌
。西

凪
蔓
割
病
菌

Z
ミ
5
5
3
開
・
司

-
m
E司
・
《
第
四
九
八
系
)

昭
和
六
年
五
川
一
八
日
奈
良
聯
立
農
事
試
肱
場
よ
り

〈
一
七
}

ヲ
ヒ
ジ
ワ
煤
楓
病
菌
』
目
安
軸
.=$233.5輔
さ
を
な

-
S
F・
え
の
F
4
・
〈
第
八
一
系
〉

大
正
八
年
一

O
月
一
一
}
日
に
倉
教
市

笹
沖
採
集
の
ヲ
ヒ
ジ
ワ
の
被
害
穂
よ
り
分
離
陣
。

〈
一
八
)

葱
矧
岡
市
川
斑
病
菌
』
h
R苫
師
、
申
立
民
達
、

-3.
何
回
・
・
〈
第
一

O
一
一
一
(
)
系
)
昭
和
九
年
一

O
月
コ

δ
日
倉
敷
市
に
℃
採
集
の
被
害
葱
よ

り
分
離
。

(
一
九
》
稲
熱
病
菌
、
h『
4
2
h
R
ミ
a
。
屯
軸
白
色
切
担
・

2
n』F
4
・
〈
第
一
九
一
系
)
大
正
一
一
年
七
月
一
五
日
愛
媛
腕
立
農
事
試
験
場
よ
り
分

譲
を
受
け
た
る
愛
媛
B
系
諸
問
。
(
ニ

O
V
・向
上
〈
第
三
凹
六
系
)
昭
和
七
年
七
月
岡
山
臓
農
事
試
験
場
よ
り
分
譲
を
受
け
た
る
愛
媛
C
系
菌
。

〈
二
一
v

七
が
ん
系
》
昭
和
合
年
六
月
二
日
倉
敷
に
て
採
集
の
稲
よ
り
分
離
。
〈
二
一
一
一
v

向
上

《
第
二
六
八
系
V

昭
和
元
年
一
二
月
九
日
倉
敷
市
外
帯
江
村
に
て
採
集
の
被
害
稲
よ
り
分
離
。
〈
二
二
)

向
上
(
第
五

向
上

〈
第
五
八

O
系
)

昭
和
七
年
四
月
二
一
二
日
岡
山
牒
農
事

各
種
植
物
病
原
菌
類
熔
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
側
係

二
九



各
種
植
物
病
原
菌
額
培
養
の
生
禄
淘
間
と
温
度
と
の
関
係

三一一一
O

試
験
場
に
て
分
離
離
著
者
に
分
譲
せ
ら
れ
た
る
物
。
〈
二
四
)

同
.上

(
第
一

O
二
問
系
)

昭
和
九
年
八
月
六
日
倉
敷
市
に
て
採
集
。
稿
よ
り

分
離
。
(
二
五
〉

同
上

(
第
一

O
八
六
系
V

昭
和
一
一
年
八
月
六
日
岡
山
牒
児
島
郡
琴
浦
町
に
て
採
集
の
稲
よ
り
分
離
。

〈
二
八
〉

嚢
荷
イ
モ
チ
病
菌
、
主
2
h
a
ユQ
単
語
、
。
3
.
Z
Z
E
S
《
第
一
九
九
系
)

大
正
一
一
年
岡
山
牒
児
島
郡
灘
崎
村
に
℃
採
集
白

襲
荷
の
被
害
葉
よ
り
分
灘
。

《
二
九
)

官
官
間
葉
砧
病
〈
斑
鮪
病
)
薗
匂
喝
さ
4
a
h
a
n
E
q
a
h
p
a
-
(
第
二
九
一
系
)

昭
和
二
年
七
月
二一

日
倉
敷
に
て
採
集
分
障
。

三
、
寒
天
培
養
基
に
於
け
忍
賓
験

〈

}

》

賞

験

の

方

法

各
種
他
物
病
原
菌
の
生
活
力
保
存
期
間
と
温
度
と
の
閥
備
を
拭
雌
ぜ
ん
と
す
る
に
賞
。
、
最
初
は
牒
糖
加
馬
鈴
薯
煎
汁
塞
天
、
姿
芽
Z

キ

ス
寒
天
、
及
柄
草
川
汗
寒
天
培
養
基
に
琉
き
て
貨
脂
せ
り
。
此
等
コ
一
極
の
寒
天
斜
面
培
養
基
に
各
種
の
供
試
菌
の
純
梓
培
養
生
移
植
し
一
一
一
越
一

間
掃
氏
二
四
度
の
定
温
器
に
培
養
し
商
業
が
斜
面
上
に
或
る
大
弓
に
達
し
た
る
後
之
を
各
種
所
定
温
度
の
定
温
穏
に
保
ち
た
り
。
供
試
試
騒

管
は
他
菌
の
混
入
の
機
曾
を
出
来
る
だ
け
少
く
せ
ん
が
第
め
に
綿
栓
の
上
に
祇
片
を
被
ひ
公
き
た
り
。

ー

本
質
験
に
供
用
せ
し
定
温
器
の
温
度
別
は
共
の
如
し
。
帰
氏
零
度
、
五
度
、

一O
度、

一
五
度
、
二

O
度
〈
以
上
憶
気
冷
凍
枇
配
置
付
可

五
度
(
地
下
室
内
〉
、
一
日
一

O
度
及
三
五
度
な
り
き
。

此
等
の
温
度
の
定
温
器
内
に
上
記
の
如
く
に
準
備
せ
る
培
養
を
牧
め
、
共
後
渦
一
ヶ
月
間
毎
に
取
り
出
し
之
よ
り
菌
設
部
を
俺
二
粍
の
白

金
環
に
て
切
り
と
り
た
る
裟
天
培
萎
碁
の
小
片
と
共
に
稲
抑
呼
又
は
萎
芽
エ
キ
ス
慈
天
培
養
基
に
移
植
せ
り
。
之
を
楊
氏
二

O
l二
回
鹿



せ
り
。
若
し
一
回
の
移
植
に
て
菌
叢
の
形
成
充
分
な
ら
や
生
否
の
判
然
せ
ざ
る
物
あ
ら
ば
一

o
l
一
間
日
の
後
更
に
同
掛
移
植
を
試
み
て
蒋

度
菌
業
新
生
の
有
無
を
調
査
せ
り
。
向
移
植
に
は
試
験
管
二
本
鬼
を
供

mせ

に
保
ち
ア
!
ご
或
は
三
週
間
の
後
に
検
持
し
て
賞
該
菌
趨
特
有
の
菌
叢
の
費
生
の
有
無
、
時
に
は
胞
子
の
形
成
b
L
剥
布
し
て
共
生
次
官
を
棟
奈

第一表各種の植物病原菌の襲天培養基上の

生活力保持期聞に開ずる試験の期日

昭和9年2月2日より種情 同2周26日開始

年 月 日
11 月数 |

年 月 日

1刷昭和 9年抑6日 8用後 昭和 9年10周26日

1己" 11 911 4112611 911 11 91111，，:おw

311 11 911 51126" 10 " " 9 1112 " 26 " 
4" " 911 6112611 1111 昭和10年 1刃26日

も" 11 9" 71126" 12" 11 1011 2112611 

6" も1181126" 11 1011 3市26" 

711 911 9112611 

各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
存
期
閣
と
温
度
と
の
閥
係

り
。
斯
く
し
て
商
業
の
新
形
成
あ
り
し
物
は
+
印
を
附
し
菌
叢
の
形
成
念
か

り
し
物
は
一
印
を
附
し
た
。

本
質
験
の
開
始
並
に
終
後
口
各
病
原
菌
の
生
死
の
調
脊
を
行
H
U
K
る
獲
験

期
日
を
表
示
す
れ
ば
第
一
表
の
如
し
。

，...、
一一、・d
賞

験

の

結

果

本
質
験
は
昭
和
九
年
二
月
二
六
日
よ
り
着
手
せ
し
物
な
れ
ど
も
兆
後
昨
日

の
艇
過
と
共
に
、
培
養
基
選
一
六
は
乾
燥
同
化
し
て
移
植
に
便
な
ら
歩
・
官
験

同
始
後
一
三
ケ
H
n
k
て
之
乞
打
切
り
た
り
。
共
の
結
果
の
内
茄
綿
授
病
菌

(
h
v
s
e
-
-
s
q
E
K
S宮
崎

sa)第一一一一
一一
五
系
、
奈
期
赤
徴
病
菌

{
S
3
3
E

hrssac第
七
九

O
系
、
及
稲
熱
病
菌

(
2
3
.
2
E玄
白
。
日
胃

M
S
V
第
一
・
鬼

一
系
の
際
槍
加
烏
鈴
磐
煎
汁
寒
天
、
事
費
芽
エ
キ
ス
寒
天
、
稲
藁
報
社
塞
天
の

培
養
基
に
於
け
る
生
存
の
有
無
を
表
示
す
れ
ば
、

第
二
乃
至
闘
衰
の
如

し

一一一一一一一



茄綿疫病菌(Phytophthorail'Ielongtmae)の三種の寒天

情養基..1:1ζ於ける純体培養の生存期聞と温度との閥係

第二表

各
穣
積
物
病
原
菌
類
情
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

一一… I 0度 1 511 1 1ωI 15，，' r 2011 '1 お，， 1肋|
培酌種類IpM Rlp M 

3511 l( 

第二乃至回表に於けるt音養基の種類の欄に於ける PI"t線機加馬鈴薯煎行
宗天培養基をMは.芽zキス空襲天t音量豊基をRI主裕藁煎tf.宗天渚11基を示
す物なり。叉+印'1生存をー印i主死滅を表lます。

備考

委赤撒病菌 (Gibberella8aubine術〉の三琶の慈天時聾

基1-.I乙於ける純梓培養の生存期間と温度との聞係

l 湿悶氏)I判ω110"I山 j2ω j 25，11 IωI 35" 
培越の醐il
p
M n.jp M R¥P M n.lp M n.lp M n.lp M n.lp M u.lp M R 

埼養 1川後 1+'+牛!++ +1+ + +1+ +.+1++ 
+~ι+1+ + +1+ + +1+ + +1+ + + + + +1+ + +1+ + + 
+ + +i+ + +;+ + +1+ + +1ギキ+++ +1++ +'1+一一

第三表

n 

官

2 

3 
" 
" 



取得氏).1 Ò~ 1 5~ I 1O" I山 1'2[)" I 25" Iω|お"
培養基の種類 IpM RjP M Rlp'_M R]P M Rlp M nlp M. Rlp' M Rlp M R 

培豊 4月後|+++!+++!ホ++1+ ++!++ +1+ +'+!++ +1一一ー
;:;|+++i+++i+日!?+ヤ++!+半+i+ー+'
1+ + +:+ + ++ + +:+ + +i+ + +1+ + ++一一1

" 7 " I~ ~ )~ ~ ~I~ ~ ~I~ ~ )~ ~ ~I~ ~ )~ --1 1+ + +:+ + ++ + +1+ +ギ+++1++ +一一一
8 " 1+ + +:+ + +'+ + +1+ + +:+ + +1+ + + 

???i???!???i???i???|??? 

iij;;ill-lij:::::: +一一一1--|.1|  

" 11 iI 

" 9 " 

" 10 " 

" 12 " 

各
種
植
物
自
病
原
諸
類
培
養
の
生
存
期
閣
と
温
度
と
の
蘭
係

" 13 " 

稲鴻病菌 (PiriculariaOryzae)の三種の寒天屠養基

上IC於ける純特培養の生存期間と温度との閥係

第四支

" 13 " 

混度晴氏)1-0古ト5瓦rw"1 恥 120" 1 25" 1ω11 1助
雄基の醐 IpM R:P M刊PM判PM吋M咋Mn.lp M n!p M H. 

培養 1月後片++!+ + + 

;にじ:士二!???iffy???ifTiff?に;
;， ~ ';， I--_Iー-li;;liよよliLよLLAL;;i;一一

~ :: 1- ーし-_Iλ よI~λiLLLlii;|よ-;|一一一目:':. 1_ = _I~ --_ 1: : J ~ ~l丁 717771 I 

i i;l:二|二工::|J::!:717二:二一一一
1 '1 I~λI~ ↓↓!;λlよ二!

グ 9 "1 1 1+ + +i+ +ヤ+一一
10 " 1 1+ + +1+ + +:+ + '+:+一一
11 "1 1 1+ + +1+ + +:ギ+申ー一一
12 "1 1 1+ + +1+ + +1+ +ーー一一

+ + +!+ + +i+ +十|一一一

一一ー一一一一一一



上
記
の
方
法
に
で

各
種
植
物
病
原
菌
類
培
護
の
生
移
期
間
と
温
度
と
の
冊
係

棋
試
一
九
種
の
菌
鎖

に
就
き
て
賓
験
を
試

み
た
り
。
共
結
県
乞

凡
て
之
の
方
法
に
て

表
示
す
る
時
は
冗
漫

と
な
る
を
以

τ其
結

果
の
要
鮪
の
み
を
掲

守
れ
ば
第
五

l
七
表

、Jn
H

J

。

庁

uL4uFBa

第
五
衰
は
鹿
嶋
附
加

馬
鈴
製
煎
汁
寒
天
、

第
六
表
は
萎
芽
エ
キ

ス
寒
天
、
第
七
表
は

稲
藁
煎
汁
寒
天
の
各

同
情
養
基
上
に
於
け
る

鹿糖力H馬鈴薯煎汁寒天培養基1::1亡於ける各種植物病

原菌類の純特場養の生存期間と温度との聞係

第五表

温度〈領氏〉
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Hytopht伽 α腕伺{i#l削e茄約疫病菌

大粒白絹病菌 H略lOChnvsSa田rkii

Oer，ω08ωmellαiPB 松イプス背幾菌

松育痩菌 51 3 Oera加 t凹n磁aPi'鴨i

51 11 αralmt，四回11<αPicfJaeエゾ"7'7青幾菌

G劫bert!U，αSaub印etr:'i姿類赤徽病菌

51 2 " " 
mb~el'flla Fu;}法国叫宿.馬鹿苗病菌

" " 
51 出均:r1J岬 'ooragrami閥大姿斑葉病菌

71 :3 OJ.泊必M四却炉b伺叩稲胡麻薬枯菌

51 .0: &lerotin句 Trijoliorum紫雲英菌核病菌

αIf"α'0明 riumgramin如隅小委傑斑病菌

51 41 αm剖r;oraKaki 柿角斑落葉病菌

61 ，3 F叫 O円.叫ntnirtmm 西瓜蔓割病菌

51 ，3 PUイ四h門iaOry国e稲熱病菌

41 3 " " 
Helmintlr出'P'"包mnodulo.um
&苧抑'IaLI.ctu佃e

ヲヒジワ煤穂病菌

萱高葉枯病菌



~芽エキス寒天犠養基上に於ける各種植物病原菌類の
生存期間と温度との閥係

第六表

供 試 菌 名
iz| 温度 ζ梅田

. 10度|叫叫伊1201桝3C/I釘
茄綿疫病菌 PlIytophthQTGM.11Jn伊Il(l' 355 01 2 12 13 81 8 51 1 

大粒白絹病菌 H-sp町h四品岨kii 757 13 13 13 13 131 13 '41 0 

松イプス脊痩菌 Cera蜘 to市必1ipt 443 13 13 13 10 91 8 31 2 

松 育種豊 菌 C'~atøfiomella Pini 部713 13 13 91 9 81 4 2 

エダマヲ帯型建菌 αratoBt加叫/al'iee e 746 13 13 13 13 91 9 31 1 

~類赤徽病菌 Giblel叫lα 品OlUneti'Î 790 13 13 13 13 101 10 41 :1 

" " 895 13113 131 13 101 9 51 2 

宿馬鹿箇街頭 Gilbm'dlaF1も'iT.-uroi 624 131 1~ 131 13 131 11 71 3 

" " 630 131 1~ 131 13 131 12 71 3 

大褒益事長病菌均r6TIIJp加品仰叫削 130 13113 131 13 111 12 51' 1 

裕胡ぽ主義格菌 Op抑制制 Mille&t畑山8 233 131 13 13113 11112 71 3 

紫雲英菌篠病菌 Sderotill'ia71すòll~l'tlm 416 131 13 131 13 101 1C 31 0 

小委傑斑病菌白fOOl，岬rporium!)ramin川 774: 13 131 13 131 11 91 4 。
柿角斑落葉病菌 C'8r捌 'poraKaki 425 131 13 131 13 131 13 51 4 

西瓜蔓割病菌 FU8αI'iumniv何隅 498 13113 131 13 121 12 51 3， 

稲 熱 病 菌 Pirイ叩laバαc，抑制 191 11 1 131 13 13: 7 31 2 

" " 1 3461 1 

ヲヒジワの煤梅街薗Htlmint加伊巾m 叩dulo刷 m I 81113 131 131 131 131 111 71 ~ 

産高の襲枯病菌 &pIoriaLactUOO6 1 2911 13 131113113131671 i 13 

各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

殻
吉
岡
を
示
す
物
と
す
。

囲

碁 ・蒸

''1: 
f百
於藁
け培
~聾

賓
験

〈

一

)

賓
験
の
方
法

上
述
寒
天
増
養
基
上
に

於
け
る
各
種
菌
類
の
生
存

期
間
に
闘
す
る
貨
験
に
於

て
は
培
養
基
寒
天
は
比
較

的
平
く
乾
燥
間
化
し
、
移

植
に
困
難
を
感
守
る
に
至

る
。
従
っ
て
永
く
賓
磁
を

視
く
る
を
得
ざ
る
棋
舗
あ

り
。
此
短
を
補
は
ん
と
欲

し
て
比
較
的
永
く
貰
験
を

=
一
三
五



稲藁煎.rf寒天培養基上l乙於ける各種植物病原菌類
の純粋屠養の生存期聞と温度との閥係

第七表
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物
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原
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温
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と
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関
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利
棚
|
羽
吋
州
判
吋
叫
吋
叫

3
4州
叫
吋
倒
判
制
判
例

名

見書:明，h.1)f"4M elo叩PIaO

H鰐lOCr.附o&5akii 

菌試供 '

茄綿疫 1謁菌

大物!白絹 f謁菌

αral国!omol[aif' 訟イプス育祭菌

総帯型豊菌 Ctrat帽棚lalaPini 

αraω協同:flap，泌aeエゾ-."7育痩菌

αiJl;府城α&.ゆinetii

H 

重E類赤徹病菌

" 
GibI;lJ町UaFu)・'kn，.oi

pyr量削']!htwa9問問祖
" 

総馬鹿箇病菌

" 
大委理業病菌

宿胡隣業枯菌 OpA必bol嗣Mi.1/beanm 

&lerolinia Trift品'1'11111紫雲英菌桜病菌

小型~ f軍瑳病菌 σI!p/I目白伊・iom!p咽幅削酬
o.n:園事lraKflki 

Fttoar¥nll附四隅

柿角班 J18~実病菌

西瓜蔓割病菌

稲熱病菌 Pirioular匂 αv開通

N " 
HdmJn仏訓rpori'田町間1111[0um ヲヒジワ煤穏病菌

E旬。市 ι他、附産自葉桔病菌

六-

穂
積
し
得
て
、
而
も
移
機

に
便
宜
た
る
材
料
を
求
め

も
凡
比

v
。
之
が
目
的
に
遁
す

る
物
と
し
て
稲
藁
の
小
片

を
供
用
す
る
事
と
せ
り
。

郎
ち
稲
藁
L
T
長
さ
二
糎
位

の
小
片
に
切
り
て
之
を

dn
の
照
構
液
に
浸
し
て
試

の股
下管
字 、tc
部~
と充

実上
寸?試
位段
v 管

紬
栓
し
、
消
毒
し
た
る
物

に
i
J
.

記
敷
置
の
薗
の
純

粋
晴
養
を
植
付
け
た
り
。

斯
く
て
二
四
度
前
後
に

ー
コ
一
週
間
保
ち
、
稲
藁
増

養
基
内
に
菌
赫
の
蔓
延
し



た
る
後
、
之
を

0
.
五、

一
豆
、
二
①
骨
二
五
、
一
一
一

O
E一
二
五
度
の
定
温
器
に
保
ち
た
り
。
其
後
満
一
ケ
同
局
閣
の
閣
痛
を
鰹
て
稿
藁

狩
ニ
桐
寛
を
縮
煎
汁
寒
天
婿
養
基
商
土
に
取
り
出

L
之
£
り
新
菌
叢
の
護
現
の
有
無
を
検
質
せ
り
。
現
は
れ
た
る
薗
叢
は
各
個
の
特
有
の
物

晶弘る
hv
否
や
金
支
八
方
注

意
検
官
官
舎

h'・
新
£
て

菌
叢
の
費
生
ぜ
し
晶
刊
に

+
却
を
々
聾
宙
開
を
ぎ
り

L
鞠
に
は
一
却
を
樹
し

企
h
'
s

本
賓
監
は
昭
和

一O
年
初
め
£

e量
精
子

ι-Eる
勅

K
Lて
廿
丹
後

の
調
査
期
潤
法
第
八
表

の
如

L膚
会
一
)
賓
験
の
結
果

土
建
の
如
き
賓
績
の

結
果
を
し
て
菌
の
生
死

は
+
叩
叉
は
一
印
そ
以

一Q.各種め植物病原菌の蒸稽藁培聾~..bD

生存カ保持明聞に闘する試轍明日表

昭和lO竿2周回目樋付、昭和10年(1935)3刃2日貨厳開始促

湿器に容る〉但し砲丸杷4，回8111昨 3周辺日定湿容に容る。

Jsi¥表

塁手 月 '13 
11刃鍛|華字 月 日

1用後 昭和10iF4月 5日 !I 1明後 昭和11年 9周 5日

2骨 " 10" 5 11 5" " 11 " 10" 5" 、

3" " 1011 6" 511 'lJ)" 11 11"11，， 5" 

4揖 " 10" 711 5" 21" 11 11111211 5" 

511 11 10" 811 5" 包" 昭和也年 1周 5日

6" 師 10"911 5" 23" 11 1211 211 5" 

7" 11 101110. 5" i 24rf u 211 3" 5" 

-811 N 10"H.. 5" 
11 ~5" " 1211 4" 5" 

-911 " 10，，r2宵10" 26" " 12" 5" .5" 

1011 昭和11年 1月7臼 2711 " 1211 611 5" 

11" " 11h 2;.， 5" 却 " 12" 7" 5" 

12" " 1111 3" 5" " 1211 811 5" 

1311 " 11" 4" 7" " 12" 9" 5 J 

1411 " 11" 5" 5" 31" " 12" 10" 5 11 

15 " " 11" 6"13，， 32" " 12" 11" 5 " 

16" " 11" 7" 5" ぉ， " 12 " 12" 6" 

17 " " 11" 8"， 711 34 " 昭和13年 1，.ij6日

各
穂
積
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
存
期
簡
と
温
度
と
の
鄭
係

七



て
耐
記
宮
本
天
場
養
基

各
種
値
駒
嵐
原
苗
同
町
酬
培
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

三一
一一八

の
如
く
表
示
せ
り
。

共
全
結
果
を
共
催
表

示
す
る
の
冗
長
を
挫

け
、
患
に
茄
綿
疫
病

菌
(
』
u
さ
e・1
n
b
q『
白

hhsミ
S
S
)
松
イ

プ
ス
育
費
菌

(qq-

ぬき
mo
ミ
hha
守
と
稲

胡
麻
薬
枯
病
商
(
。

1
・

hs-含
句

』

hh国首
相
骨

S-

書
〉
及
大
婆
斑
業
病

菌
丹
、
胃

s-z-E

3
s
h
a
S
)に
就
含
て

の
結
同
戒
を
第
九

l

O
去
に
表
示
す
ペ
し

蒸転車屠養基上に於け忍茄純疫病菌 (Ph'!Jtophthora
M elonge'flae)及松イプス育費菌(Oe'l'ato8tomeU，αipB) 

の純粋-埼養の生存期間と温度との闘係

第九表

供試薗名 J茄H相S6t8tfE病菌〈P(h第略銘、Eh系zho〕ra 松，..fプス伊宵)鍵ぞ車務4(白'ralo[-
側 oe) 納 IliJjlai1JM) a443:系)

温度晴氏)I O!lt5" 1山山内|肘 10"1E/I 
培養 1ヶ刃後 +++++++ー ++++++++ 

" 2 " +++++++一 ++++++++ 

" 3 " 一++ + + +ー +++++++ー

" 4 " 士+++一一 +++++++一
H 5 " 一++ + +ー一 ++++++ーー

" 6 " 一一++ + +ーー ++++++一一

" 7 " 一一++ + +ー一 + + + +ー+一一

" 8 " ー一+++ーーー + + + +ー一 一一

" 9 " ーー++ +一ーー + + + +一ー一ー
" 10 " ーー++ーーーー + + + +一一

" 11 " + +Cー〉 + + + + 
" 12 " + ;でぐー〉 十++ + 

" 13 " 一一一 + + + + 
" 14 " 一一一 + + + + 
" 15 " 一一一 + + + + 
" 16 " 一ーー + + + + 
" 17 " 一一ー + +一ー
" 18 町" 一一一 + +一一
" 1:;‘ " ++一一



供試薗名 |慨賜〈J鰍 f :1 伽WMUαX4p細，)(菌第4〈4凸3系ra仰〉・
温度f錨氏)I 0度13"，1(;仰
培養zo.，.月後 一ー + +ー
" 21 " 一一 中+ー
" 22 " ーー + +一
" 23 " ー + + 
" 24 " 一 + + • 
" 25 " ー + + 
" 26 " ー + + 
" z7 " 一 + + 
H 却 H 一 + + 
" 29 " + + 
"も10 " + + 
" 31 " + + 
" :r.乙 n ++ 
" 33 " + + 
" 34 " + + 

各
種
植
物
病
原
菌
類
拙
帽
姿
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

稲胡麻薬枯病菌 (OphiobolfJ8 Mi'!labeanfJ8) 及った委

斑葉病菌 (Phr旬。phoragraminea)の純粋噌養の生

有期間と温度との関係(燕栢藁裳天培養基上〉

|醐麻薬枯繍仰向!大婆臓病い仰plwra
加抑tilan糊) (第却系)• I 9'α加畑) (第1お系〉

温度崎氏) I 0度5"1C" 1ω25" 3C" 35" I 0度伊 I叩即応"aJ'35"

第一O表

供試菌名

+ + + + + + + + + + + 十+ + + + 倍養 1ヶ用後

++ + + + + + + + + + + + + + + " 2 11 

+ + + + + + + + + + + + + + + " 3 H ==一一九 +ー++ +
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4 " 
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+ + + ++ + + + + + + + + + " 6 " 
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++ 
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+ + 

+ 
+ 

+ー
+ー
+ 

+ + 
+ + 
+ 
+ 
+ 

+ + 
+ + 
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" 
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8 
" 
" 



各
種
植
物
病
原
種
類
熔
塗
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
腐
係

供試iltil=諮問会総蜘 l
蜘掻氏)I OIr 5" 1町内向IOIr 5" 1町内向

充療の事麹錆磁〈陶・仰向唱
仰'1Ii醐) (餌お祭)

+ +一+ + + + +一+ + 
+ + + + 
++ + + 培養 9ヶ用後

+ + + + + + + + + 目10 " 
+ + + + + + + + + + + + + 時11 " 
+ + + + + + + + + + + + ‘+ " 12 " 
+ + + + + + ++++++ + " 13 " 
+十++ + + + + +++ + + " 

14 " 
+ + + + + +

 

+ + + + ++ + " 15 " 
+ + + + + + ++ + + + + + " 
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+ + + + + + + ++ + + + " 
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" n " 

+ + + +
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" 
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一一一問。
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+ + + ++ー+ +++ " 31 " 
+ +ー+

 

++++ " 32 " 
+ + + ++ ++++++一H 33 曹
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第→国噴‘蒸稲叢培養益上に於付る各種ー菌類的純粋

権養の生存期間と温度との関係

度(錨氏)温l系統
名

Phyt，ophtlrora Mi.偽叩lIsd

H'E附 ，hn柑 cenlr;φ1f1.岨

菌試供

孤納疫病 ・菌

瓜類自絹1存箇

Hm闘:'1m咽 S晶阻kii大粧白絹病菌

ぞ開園田蜘叫L島市松イプズ脊望号菌

白川o81011tel/aH伽 eエゾマヂ育費陸薗

σ骨哩10・tcm也llaPini 松背後菌

7 

5 

Giblerella Fu.・iku~oi

" 

稽馬鹿苗!謁菌

" 

各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
容
期
間
と
温
度
と
の
関
係

~類赤徹病菌 2 

4 

4 

Giblecl伽 Sau~ine'ii

ο~Jh必何時M南町必蜘醐
" " 

大~斑業病菌

宿胡麻薬枯病菌 Pyrenop伽rnf!lα明白制

&lerotinia Trifol'伽m紫雲英菌接病菌

α司pfla加lpori酬 gramin伽小委傑麓病菌

3 α~CO伊ora Kaki 柿角斑落葉病菌

Flltal'It!m ni:咽lum商瓜蔓制病菌

MαCI'O駒 rium.ltwri 

ヲヒジワ鎌穣病菌

葱黒涯病菌

稲熱病菌 Pi:吋四.laria伽ヲ咽畠

" 
ふp伽・αLl=tucoe

Jf 

産直事業給病菌一一一四-

第
九

l

一。

表
に
表
示
し
た

る
と
同
様
に
し

て
他
の
僕
試
菌

要し・に
黙た就
をるき
掲結て
ぞ泉調
れの査

ば
第
一
三
突
の

如
し
。第
二

衰

の

結
果
に
よ
れ
ば

稲
熱
病
菌
は
低

温
度
に
於
て
は

比
較
的
早
〈
生

荊
カ
を
喪
失
し

た
る
に
よ
り
更



第一二表 蒸新藁署長天晴養基上に於ける稲熱病菌(Piri仰 lariaOryzfU) 

及襲荷イモチ病菌(p.Zingib仰が)の生存と温度との関係

各
種
縞
物
病
原
菌
類
矯
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

名菌.試供

8 1 6 1 2 4 1 81 8 1 8 菌病相熱

8 1 6 1 2 8 1 8 2 1 618 H 

8 1 612 3 I 8 I 8 I 8 " 
312 81 8 818 1 I 7 " 

818181211 ;|;l: 1066 ，1 

81 61 3 

備考

818 

本表に於ける量生字は生存周放を表はず物にして表示周までは生存し英翌

周には死滅せし事を示す。

11回P. Zi弛niberii裏荷イモチ病菌

に
多
数
の
系
統
に
就
き
襲
荷
イ
モ
チ
病
菌
を
も
加
へ
て
其
生
存
期
日
を
資
験
せ

三
四
二

り
。
其
八
ヶ
月
間
保
存
し
た
る
結
果
の
要
黙
は
第
一
二
表
の
如
く
に
し

τ稲
熱

病
菌
の
生
存
期
聞
は
第
一
一
去
の
結
果
と
大
差
た
き
を
示
せ
り
。

第
一
一
表
の
結
果
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
む
る
矯
め
に
品
開
線
令
以
て
表
示
す
れ

ば
第
一

l
四
圃
表
の
如

L
。

第一圃表茄綿疫病菌(PhytopTathora
Melog，ωae)白絹病菌 (H Y pocTanuB 
C伺 tベfu!例"')犬粒白絹病菌 (Hypo-
chnus 8asakii)及紫雲英の菌接病菌
(8clcrotin;a Trifoliorum)の暗養の
生存期間と温度との閥係

3500 お。100 

培

系統 | 温 度(婦氏〉
回 一 一一

番披 10度伊|叫 1刊2C"¥2E"例制
P:I'icul由イα 砂抑t! :2.1:81 1 

im9 
580 I 2 

1024 

50 

35 

二培

糞 20

5 

月 15

1政

10 

加

25 



第二圃表松育費菌 (Cel'atosto押iella Pini)松イプス育費薗
(c. ips) エゾマツ育費薗 (C.Piceae) 稲馬鹿市病菌
(Gibberella .Fvjikuroi) 及奏赤櫨病菌 (G.Saubinetii) 
の犠養の生存期間と温度との閥係
25 

養 20

月

量生 151・

10 

5 

30 

25 
活

各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
脊
麹
聞
と
温
度
と
の
関
係

100 150 200 250 300 

t音重量 湿度ぐ錨氏〉

第三園表稲胡麻葉柚病菌 (OphJobolul]lfiyabeanuB)大萎斑葉
病菌 (Pgr，側 ophora gramint:a)小委F僚斑病菌(Cephaloll-
porium gramint:“m)及柿角斑幕葉。病菌(Cerc08poraKa/a) 
の晴養の生存と屠養温度との閥係
35 

3500 50 
。。。

3500 却。自つ

〈錨.氏〉

150 200 

養温度

10) 

t音

50 

30 

25 

t音

重量 20 

月 15

数

10 

ot 
O勺

5 

一一一四三



各
穫
植
物
病
原
菌
類
縫
養
の
生
存
期
間
主
温
度
之
の
聞
係

第四幽表西瓜蔓割病菌(1''''4fぜum

ni型倒m)ヲヒジワ煤穂病菌 (Helmin-

th08pori・um旬odulosum)葱類黒斑病

( /1'[ acro8 porium Porrl・)及稲熱病菌

(Piri側 la吋aOr，!/zae)の橋養の生存

期間と温度との関係

河
M
a
M
J
7
1
1
1
1
1

a
e

・H
E
e
i
l
-
-
ノ〆

ノ

35 

却

~5 

培
加
養

~15 
数

10 

5 

35つc~O 

一一一四回

玉、

結

論

おO

CIi氏〉

150 勾。

養温度

コ

堵
nu 
----

50 
。。。

上
述
の
・
本
質
験
に
供
用
せ
る
菌
頼
は
英
生
存

期
間
と
温
度
と
の
閥
係
よ
り
概
括
し
、
之
を

群
に
分
ち
て
考
察
す
る
を
便
&
す
る
物
の
如
し
。

〔
第
一
群
〕

瓜
類
白
絹
病
菌
(
同
電

qhg

qsま
¥
若
ぎ
〉
大
粒
白
絹
病
菌
〈

h
-
L
E
S
E
V稲

胡
麻
薬
枯
病
《
。
、
ま
え

S
S
E
E
S〉中
へ

事
変
斑
業
病
菌

Q
W『
S
1
3
3
aま
と
稲

馬
鹿
骨
同
病
菌
〈

c
s
r『一世
h
h
a
L司

e.S理
由
民
)
西
瓜

蔓
割
病
菌
《
』
町
三
由
三
塁
制
送
.
喧
童
謡
〉
ヲ
ヒ
ジ
ワ
煤

穂
病
菌
(
岡
崎
南
き
.as--3a-S
き
を
言

S
V

め
生
存
期
間
と
温
度
と
の
閥
係
に
就
い
て
は
、
蒸
稲
聾
培
養
基
は
特
別
な
れ
ど
も
原
紙
加
局
鈴
幕
前
…
υ

汁
惑
一
大
、
事
実
芽
エ
キ
ス
寒
天
、
稲
煎
汁

寒
天
等
の
各
種
培
養
基
に
於
て
大
義
注
S
E
物
の
如
し
。
而
し
て
此
等
の
菌
類
は
燕
稲
藁
暗
養
基
上
に
円
l
こ
の
度
の
温
度
に
て
は
本
賓
験
の

最
長
期
間
た
る
三
四
ヶ
月
間
生
存
せ
り
。
只
萎
類
赤
徽
病
菌
〈
の
芯
争
同
時

da自
句
白
色
宮
司
法
こ
は
多
少
短
か
く
二
五
ヶ
月
間
生
存
せ
し
の
み
。
又

草
稿
雄
総
病
菌
は
中
途
に
て
賓
験
を
申
・
止
し
た
る
矯
め
第
一
一
表
に
て
は
一
一
六
ヶ
月
の
生
存
期
聞
を
示
し
た
れ
ど
も
質
駿
を
糟
罰
し
た
ら
ん

に
は
更
に
長
〈
土
越
の
各
菌
と
同
様
生
存
し
得
た
り
し
物
な
り
と
思
惟
せ
ら
る
。



上
記
の
薗
頼
中
根
馬
鹿
苗
病
菌
、
稲
胡
・
版
業
枯
病
菌
、
ヲ
ヒ
ジ
ヲ
煤
穂
病
菌
は
二
五

l
一
二
(
い
度
に
て
こ
四
!
二
八
ヶ
月
間
の
生
存
期
胤
を

一
夜
せ
り
。
一
二
五
度
に
於
て
は
前
者
は
蒸
稲
藁
上
に
茨
!
七
ヶ
月
間
裟
事
へ
場
養
基
に
て
一

7
4一
一
一
ヶ
月
間
生
存
せ
し
が
ヲ
ヒ
ジ
一
ワ
煤
穂
病
蘭
は
一

六
ヶ
月
聞
の
長
き
に
豆
り
て
生
存
ぜ
り
。

瓜
頬
白
絹
病
菌

2
3
q
b
s
s
s
ミ
ξ
三
大
粒
白
絹
病
菌

(33hasESEw-)
葱
黒
斑
病
菌
高

S
S宝」
.533.v官

官
同
斑
臨
病
菌
《
匂
喝
な
ユ

ahSEas
は
二
五
度
に
で
一
五

l
二
六
ヶ
月
間
、
一
一
一

O
度
に
て
一
一
-
l
一
方
ヶ
月
間
、
一
三
五
度
に
ニ
l
六
ヶ
月

間
生
存
せ
り
。
共
他
の
菌
印
姿
期
赤
徹
制
菌

{
S
3
3
S
F
g
s
a
C
紫
雲
英
薗
槙
病
菌

ssgasha
司
ミ

-
a
-
E
S
及
西
瓜
聾
割

病
菌
(
L
司

gaミ
ass-eS苦》
は
燕
稲
藁
同
情
養
基
若
く
は
寒
天
暢
養
基
上
に
於
て
二
五
度
に

τ
一

oj一
七
夕
月
間
、
一
一
一

O
度
に
て
三

lhu

ヶ
月
間
、
三
五
度
に
℃
一

i
四
ヶ
月
間
生
存
し
得
た
り
。

組
依
育
費
薗
《
q
q
a宮
崎
竜
司

S
E
2
a
)
按
イ
プ
ス
事
費
費
菌
云

γ
f・v

〔
第
二
群
〕

エ
ゾ
マ
ツ
育
費
菌

2
・
3.8a)
小
委
後
班
病
菌

《
S
Z
Sを
3
.
5
3
a
s
a
柿
角
瑳
落
葉
病
菌
ミ

3
2苦
S
Fき
は

の
l
一
O
度
に
て
貨
験
の
最
長
期
間
た
る
一
一
一
四
ヶ
月
間

生
存
せ
b
，
。
只
松
イ
プ
ス
育
費
薗
の
み
は
一

O
度
に
於

τ
一
六
ヶ
月
聞
の
生
存
期
聞
を
示
し
た
り
・
此
等
諸
菌
は
温
度
の
上
昇
と
共
に
生
存

各
種
植
働
-N

別
原
薗
類
結
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
繍
係

一一一回目玉

期
間
を
短
縮
し
一
五
度
に
於
て
は
』

六

i
一
一
一
一
一
ヶ
月
間
、
ニ

O
度
に
於
て
は
六

l
一
五
ヶ
月
間
・
二
五
度
に
て
は
七

l
一
0
ヶ
月
間
、
一
ご

O

慶
応
支
は
一
子
l
五
ヶ
月
間
、
三
五
度
に
て
は
ア
J
四
ヶ
月
間
D
生
存
期
聞
を
示
せ
り
。

門
第
一
一
一
群
〕
.
茄
綿
疫
病
繭

(huさ
SIs-ah丙号事、
sav・
及
稲
熱
病
菌
(
足

3.q信
念

3.昌
寺
山
青
島
町
〉
は
其
生
存
期
間
企
濃
度
&
の
鵬
係

に
於

τ他
の
供
試
菌
と
趣
を
異
に
し
、
低
海
度
に
て
比
較
的
短
期
間
の
内
に
生
前
カ
を
失
ヘ
h
p
e

印
ち
前
者
は
寒
天
暗
養
基
に
て
は
零
度
惚

て
ニ
ヶ
月
聞
に
で
生
活
力
を
喪
失
し
た
り
。
而
し
て
諸
菌
.
は
五
度
に
て
こ
ヶ
月
問
、

一
O
i
一
五
度
に
で
一
一
一
i
l
一
三
ヶ
月
間
、
二

O
iご



各
種
植
物
病
原
菌
類
培
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

四
六

五
度
に
て
七

i
九
ヶ
月
間
、
一
ニ

O
度
に
て
一
一
一

i
五
ヶ
月
間
、
一
二
五
度
に
て
一

l
一
一
一
ヶ
月
間
生
存
せ
し
結
果
と
な
れ
り
。

稲
熱
病
菌
の
生
存
期
聞
は
供
試
菌
系
統
の
多
か
り
し
篤
系
統
に
よ
り
て
生
存
期
聞
に
柏
k

著
し
き
差
異
あ
り
た
り
。
供
試
七
系
薗
申
六
系

菌
は
零
度
に
於
て
一
』
1
二
ヶ
月
間
、
他
の
一
系
菌
川
第
一

O
八
六
系
》
は
一
ニ
ヶ
月
間
生
存
せ
り
。
五
度
に
於
て
は
寒
天
培
養
基
に
て
は
金
供

試
菌
は
ア
l
コ
ケ
一
月
間
、
蒸
稲
葉
上
に
於
て
は
第
一
九
一
、
ご
式
一
一
一
、
一
コ
四
六
及
五
八

O
系
菌
は
一
一
一
l
l
四
ヶ
月
間
、
第
五
七
九
、

一
O
A
六
系
菌
は
六

J
七
ヶ
月
聞
の
生
存
期
聞
を
示
せ
り
。
而
し
て
・
査
閣
は
一

O
iニO
度
に
於
て
は
貸
験
の
最
長
期
間
た
る
一
一
一
四
ヶ
月

一O
二
問
、

閥
、
二
五
度
に
て
七

i
一
六
ヶ
月
間
、
一
一
一

O
度
に
於
て
二

l
六
ヶ
月
間
、
一
二
五
度
低
於
て
一

14コ
ケ
一
月
間
生
存
せ
り
ロ

婁
荷
イ
モ
チ
病
菌
(
=
.
唱
す
a
E
3
.
a
N
S
1
F
3
.
)
は
稲
熱
病
菌
と
は
同
局
の
類
似
菌
・
な
れ

E
も
其
生
存
期
間
と
温
度
と
の
閥
係
は
完
〈
異

た
り
、
低
調
度
に
於
け
る
生
活
力
は
他
の
供
試
菌
同
様
長
期
間
之
を
保
有
す
る
事
を
一
京
せ
り
。
査
し
詩
菌
は
共
培
養
基
上
に
荷
額
様
視
を
形

成
す
る
性
質
あ
る
が
鵡
な
ら
ん
か
。

之
を
.
要
す
る
に
上
記
四
群
共
各
供
試
菌
は
茄
綿
疫
病
菌
及
稲
熱
病
菌
を
除
き

O
l五
度
に
て
は
約
一
ニ
・
ヶ
年
問
、

一
O
J
ニO
度
の
常
温
に

於
て
は
茄
綿
疫
A

封
薗
の
他
は
約
一
子
ゲ
年
間
生
存
し
た
り
。
而
し
て
湘
度
の
上
昇
す
る
と
共
に
共
生
存
期
聞
は
漸
弐
減
少
せ
り
。
此
結
果
に
よ

れ
ば
茄
綿
疫
病
菌
及
梢
熱
病
菌
の
他
は
輪
作
等
に
よ
り
て
該
病
菌
類
の
死
械
を
期
す
る
事
は
相
官
困
難
・
な
る
物
の
如
し
。

六
、
摘

要

(

一

}

本
報
告
は
謀
薗
額
一
種
、
播
J

ナ
薗
鋪
二
砲
、
子
襲
薗
制
八
種
、
不
完
全
菌
類
八
種
計
十
九
極
頚
約
一
二

O
系
統
の
薗
に
就
宕
て
其
生

活
力
保
有
期
聞
の
長
短
と
保
存
温
度
と
心
閥
係
を
研
究
せ
し
結
果
危
り
。



し
た
れ
ど
も
培
養
基
の
種
類
に
よ
り
で
は
生
存
期
聞
に
大
差
あ
る
を
認
め
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
寒
天
増
蓑
甘
裁
は
乾
憾
同
化
し
長
く
賓
験
を
糟

《一一》

供
試
一
九
種
類
は
何
れ
も
先
づ
薦
糖
加
馬
鈴
薯
煎
汁
世
帯
天
、
事
費
芽
ヱ
キ
ス
寒
天
、
稲
藁
点
汁
寒
天
の
コ
一種
の
寒
天
橋
養
基
に
ほ
叩
養

組
し
得
ざ
る
猷
黙
あ
れ
ば
更
に
蒸
柄
藁
噌
一
養
基
乞
供
用
貸
験
せ
り
。

ス
育
費
菌
、

ハ一ニ〉

茄
綿
疫
病
菌
及
稲
熱
病
菌
を
除
く
他
の
供
試
菌
は
何
れ
も

O
l
一
五
度
に
て
は
三
ヶ
年
近
く
生
存
し
得
る
物
に
し
て
其
内
松
イ
プ

エ
ゾ
マ
ツ
育
費
菌
、
小
寒
僚
斑
病
菌
、
柿
角
斑
落
葉
病
菌
は
一
五
度
近
く
に
て
は
比
較
的
早
〈
生
活
力
を
喪
失
せ
り
。

《四〉

上
記
茄
綿
疫
病
菌
及
稲
熱
病
菌
を
例
外
せ
る
各
種
頼
は
何
れ
も
温
度
の
上
昇
と
共
に
生
存
胡
聞
は
短
縮
し
、
こ

O
i二
五
度
に
於

て
は
一

0
ヶ
月
乃
至
一
二
ヶ
月
聞
に
て
生
活
力
を
失
ふ
物
多
く
、
一
一
一

O
ケ
乃
置
く
生
保
し
得
た
る
物
は
僅
か
に
瓜
頼
白
絹
病
菌
、
稲
熱
病
菌
、

稲
胡
肺
葉
病
菌
、

ヲ
ヒ
ジ
ワ
媒
穂
病
菌
の
数
種
類
に
過
ぎ
ぎ
り
き
。

更に一一一

O
度
に
保
存
し
た
る
物
に
於
て
は
稲
馬
鹿
苗
病
菌
、
稲
胡
麻
葉
枯
病
繭
、
ヲ
ヒ
ジ
ワ
煤
穂
病
菌
の
三
種
類
が
二
八

1
二
九

ヶ
月
間
、
瓜
類
自
絹
病
菌
、
葱
黒
斑
病
菌
及
的
補
擁
劉
病
菌
が
一
一

l
一
六
ヶ
月
間
生
存
し
た
る
他
は
そ
の
生
存
期
聞
は
著
し
く
短
縮
し
、

ハ五〉

多
〈
は
一
一
一

l
五
ヶ
月
間
生
存
し
得
た
る
に
過
ぎ
や
。

〈

占

ハ

)

三
五
度
に
於
て
は
ヲ

ヒ
ジ
ワ
煤
穂
病
菌
が
二
ハ
ヶ
月
間
生
存
し
た
る
他
多
く
は
一

l
五
ヶ
月
聞
に
て
生
活
力
を
失
へ
り
。

稲
熱
病
菌
の
高
温
度
に
於
け
る
生
存
期
間
は
他
の
供
試
薗
と
犬
差
な
け
れ
ど
も
低
湘
度
特
に

O
l五
度
に
て
は
他
菌
に
比
し
て
著

〈七〉

し
く
平
く
生
前
力
を
失
ふ
物
の
如
く

O
度
に
て
は
一
!
二
ヶ
月
問
、
五
度
に
於
て
は
一
千
l
四
ヶ
月
間
生
存
す
る
に
過
ぎ
ぎ
り
き
。

茄
綿
疫
病
菌
も
亦
之
と
略
同
様
の
性
質
を
有
す
る
物
の
如
く
、
其
生
存
期
聞
は

O
J五
度
に
て
こ
ヶ
月
、

円八〉

一
O
i
一
五
度
に
て

二
ヶ
月
、
二

O
l二
五
度
に
て
九

l
七
ヶ
月
、
コ
一

O
度
に
て
三
ヶ
月
、
一
二
五
度
に
て
は
一
ヶ
月
以
内
た
り
き
。

各
種
植
物
病
照
畠
田
類
培
養
の
生
存
期
間
と
温
度
と
の
関
係

一一一四七
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